
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
JR 東労組ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ 

● 新型コロナワクチンの接種時は、原則として勤務時間外（自分の時間）で接種する。 

● 日勤勤務者等で勤務時間外に接種することができない場合は、接種に必要な時間について勤務を免除できる。 

● 接種後に勤務することが困難である場合は、引き続き勤務終了時刻まで勤務を免除することを可とする。 

 

 

● 感染症拡大防止の観点から実施している自宅待機にて勤務を免除している時間においても新型コロナワクチンを

接種できる。 

（注）前日までに管理者に必ず申し出ること 

 

● 新型コロナワクチンの接種日については、保存休暇を使用できる。 

（注）休暇の請求をする場合の事由の証明となる書類の提出を省略することができる 

● 新型コロナワクチンの接種日以降（接種日を含む）７日以内に副反応（発熱や倦怠感等）があり、正常な労務提

供ができない状態にある場合には、本人からの申告に基づき、「１．ワクチン接種時の取扱い」とは別に１日に限

り勤務を免除できる。 

（注）必要書類は、欠勤願の提出のみ 

 

● １日に限り勤務を免除した後も正常な労務提供ができない状態にある場合には、本人からの申請により私傷病休

暇、年次有給休暇、保存休暇等にて取り扱うこととなる。 

（注）私傷病休暇又は保存休暇として取り扱う際には、休暇の請求をする場合の事由の証明となる書類の提出を省略

することができる 

 

● 新型コロナワクチンの接種により社員が欠勤した際に、代務で入る社員の勤務及び休日等は変更できるが、この

取り扱いは必要最小限にとどめるよう留意することとする。 

【参考】 

「一旦指定した勤務及び休日等の取扱いについて」第 3項第 3号 2を適用する。 

第 3項第 3号 2 ・・・「非常災害が発生した場合又はそのおそれがあると会社が判断した場合及び事故が発生した場

合は、関係社員等の勤務日の前日までに、指定した勤務及び指定した休日等の変更を行うことがある。」 

 

(例)限りなく勤務終了時間に近い。勤務地と接種箇所が

離れている。など状況を見て対応する 
（注）免除する際の必要書類は、欠勤願の提出のみ 

新型コロナワクチン接種時の勤務の取扱いについて、会社の考え方が示されて

います。内容は以下の通りです。 


